
航
空
自
由
化
と
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア

│
│

E
Cに
お
け
る

規
制
緩
和
な
き
自
由
化

ア
イ
デ
ィ
ア
の
受
容
過
程
│
│

河

越

真

帆

は
じ
め
に
│
│
問
題
の
所
在
│
│

一

先
行
研
究
の
検
討
と
本
研
究
で
の
分
析
枠
組
み

（
一
）

先
行
研
究
の
検
討

（
二
）

制
度
的
要
因
と
ア
ク
タ
ー
の
配
置

（
三
）

分
析
枠
組
み
│
│
規
制
緩
和
ア
イ
デ
ィ
ア
と
自
由
化
ア
イ
デ
ィ
ア

二

事
例
研
究
│
│
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
の
政
策
決
定
過
程
（
一
九
七
八
│
一
九
八
七
年
）
│
│

（
一
）

自
由
化
ア
イ
デ
ィ
ア
お
よ
び
規
制
緩
和
ア
イ
デ
ィ
ア
の
移
転
（
一
九
七
八
│
一
九
八
一
年
）

（
二
）

自
由
化
ア
イ
デ
ィ
ア
と
規
制
緩
和
ア
イ
デ
ィ
ア
の
峻
別
（
一
九
八
二
│
一
九
八
四
年
）

（
三
）

規
制
緩
和
な
き
自
由
化

ア
イ
デ
ィ
ア
の
受
容
（
一
九
八
五
│
一
九
八
七
年
）

お
わ
り
に
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は
じ
め
に
│
│
問
題
の
所
在
│
│

一
九
七
〇
年
代
に
米
国
で
始
ま
っ
た
航
空
自
由
化
政
策
は
国
際
的
に
広
ま
り
、
や
が
て
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
や
欧
州
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
た
。
一
九
七
八
年
に
成
立
し
た
米
国
で
の
航
空
規
制
緩
和
法
に
対
し
て
先
進
国
が
こ
ぞ
っ
て
対
応
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ

と
を
鑑
み
れ
ば
、
国
際
航
空
の
事
例
は
新
自
由
主
義
的
政
策
拡
散
を
明
示
す
る
一
例
と
言
え
る
。
政
策
拡
散
と
は
、
先
行
国
家
の
採

択
し
た
政
策
が
他
国
に
類
似
し
た
政
策
を
拡
散
す
る
と
み
な
す
研
究
だ
が
、
後
発
国
が
一
様
に
類
似
政
策
を
採
択
し
な
い
点
や
、
採

択
さ
れ
た
政
策
内
容
に
国
家
ご
と
の
差
異
が
あ
る
点
な
ど
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

政
策
拡
散
の
積
み
残
し
た
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
世
界
で
な
ぜ
類
似
し
た
政
策
が
採
用
さ
れ
る
の
か
を
公
共
政
策
研
究
の
分
野
で

解
明
し
よ
う
と
し
た
政
策
移
転
（Polic

y
T
ra

n
sfer

）
の
研
究
に
お
い
て
進
展
が
あ
る
。
米
国
に
次
い
で
航
空
自
由
化
を
地
域
単
位

で
達
成
し
た
欧
州
の
経
験
は
、
複
数
の
国
家
に
政
策
が
移
転
し
た
形
態
を
と
る
た
め
、
地
域
単
位
で
の
政
策
移
転
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解

明
の
事
例
と
し
て
非
常
に
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
米
国
の
航
空
規
制
緩
和
法
が
規
制
の
削
減
・
撤
廃
に
重
点
を
置
い
た
の
に
対

し
、
欧
州
で
は
航
空
市
場
に
市
場
原
理
を
導
入
さ
せ
る
た
め
の
制
度
構
築
が
必
要
で
あ
っ
た
。

E
C

（E
u
ro

p
ea

n
C
o
m
m
u
nities

│
│
欧
州
共
同
体
）
に
お
い
て
は
、
航
空
に
関
す
る
新
制
度
設
計
は
一
九
八
七
年
に

E
C

加
盟
国
間
で
合
意
に
至
っ
た
航
空
パ
ッ
ケ

ー
ジ
Ⅰ
を
契
機
と
す
る
。
同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
成
立
は
、
米
国
で
の
航
空
規
制
緩
和
法
に
遅
れ
る
こ
と
九
年
の
画
期
的
な
出
来
事
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
米
国
の
自
由
化
政
策
が
欧
州
に
移
転
し
た
と
み
な
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
米
国
で
行
わ
れ
た
規
制
緩
和
（dere

g
ulatio

n

）
導
入
の
政
治
過
程
そ
の
も
の
は
、
自
由
主
義
の
ア
イ

デ
ィ
ア
が
既
得
権
益
を
席
巻
し
た
事
例
だ
と
し
て
注
目
さ
れ
、
従
来
の
利
益
や
権
力
で
は
説
明
で
き
な
い
認
識
論
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

の
可
能
性
を
強
く
示
唆
し
た
。
本
稿
で
は
、
米
国
の
航
空
規
制
緩
和
法
の
成
立
が
や
が
て
欧
州
の
航
空
政
策
へ
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
一
九
七
〇
年
代
終
わ
り
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
航
空
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
の
政
策
決
定
過
程
を
ア
イ
デ
ィ
ア
の
観
点
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か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

本
研
究
の
対
象
と
な
る
時
期
は
、
米
国
の
規
制
緩
和
法
成
立
後
初
め
て
の

E
C

の
目
指
す
べ
き
見
解
表
明
と
な
っ
た
、
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
よ
る
第
一
次
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
（
一
九
七
九
年
）
の
発
表
か
ら
、
航
空
規
制
に
関
す
る
指
令
・
規
則
の
集
合
体
で
あ
る
パ
ッ
ケ

ー
ジ
Ⅰ
の
成
立
（
一
九
八
七
年
）
ま
で
と
す
る
。
ま
た
、
本
論
文
で
の
構
成
は
以
下
、
先
行
研
究
と
本
研
究
で
の
分
析
枠
組
み
に
言

及
し
た
後
、

E
C

に
お
け
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
の
形
成
過
程
（
一
九
七
八
│
一
九
八
七
年
）
を
分
析
す
る
。
最
後
に
、
本
事
例
で
の
含

意
を
検
討
し
て
本
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
。

一

先
行
研
究
の
検
討
と
本
研
究
で
の
分
析
枠
組
み

（
一
）

先
行
研
究
の
検
討

欧
州
経
済
政
策
の
事
例
研
究
で
名
高
い
比
較
政
治
学
者
の
ホ
ー
ル
（P.

H
all

）
に
よ
れ
ば
、
公
共
政
策
学
・
政
策
過
程
論
の
観
点

か
ら
航
空
政
策
を
含
む
公
共
政
策
の
転
換
は
ア
イ
デ
ィ
ア
、
利
益
、
制
度
の
三
要
因
に
よ
る
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

第
一
に
、
利
益
の
観
点
か
ら

E
C

航
空
政
策
を
扱
っ
た
も
の
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（S.

K.
S
c
h
m
idt

）
の
研
究
が
あ
る
。
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
議
題
設
定
権
限
を
強
調
し
、
そ
の
戦
略
的
役
割
の
考
察
を
行
っ
た
彼
女
に
よ
れ
ば
、
航
空
自
由
化
は
閣
僚
理
事
会
（C

o
u
n‑

cil
of

M
inisters

）
に
と
っ
て
不
採
決
と
い
う

最
悪
の
事
態
を
免
れ
る
戦
略
（lesser

e
vil

strate
g
y

）

の
選
択
を
も
た
ら
し
た

事
例
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が

E
C

加
盟
各
国
の
航
空
会
社
へ
の
カ
ル
テ
ル
禁
止
な
ど
の
手
段
を
通
じ
航
空
会

社
と
の
連
繫
を
深
め
、
理
事
会
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
合
意
へ
の
圧
力
を
か
け
た
結
果
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
の
合
意
が
可
能
と
な
っ
た
と
結
論

づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、

E
C

各
加
盟
国
の
担
当
大
臣
か
ら
構
成
さ
れ
る
閣
僚
理
事
会
内
で
い
わ
ば

不
採
決
よ
り
は
ま
し

と
い

う
消
極
的
な
理
由
が
広
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
航
空
に
関
す
る
合
意
が
な
さ
れ
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
閣
僚
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理
事
会
に
お
い
て
、
全
会
一
致
の
決
定
方
式
の
制
約
下
で
航
空
自
由
化
適
用
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
非
決
定
が
続
い
て
い
た
状
況
が
一

変
し
、
加
盟
国
の
態
度
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
現
れ
航
空
自
由
化
合
意
形
成
と
繫
が
っ
た
の
か
、
そ
の
政
策
転
換
過
程
の
詳
細
は
明

示
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
制
度
に
関
し
て
言
え
ば
、

単
一
市
場
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
一
形
態

）
と
し
て
航
空
を
観
察
す
る
研
究
、
ま
た

超
国
家
ガ
バ
ナ

ン
ス

出
現

）
の
一
例
と
し
て
考
え
る
研
究
が
存
在
す
る
。
先
行
研
究
で
見
ら
れ
る
新
制
度
論
を
援
用
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
用
い
る
研

究
ア
プ
ロ
ー
チ

）
で
は
、
制
度
が
形
成
さ
れ
る
状
況
説
明
に
は
な
っ
て
も
、
な
ぜ
既
得
権
益
保
護
の
た
め
自
由
化
に
反
対
す
る
ア
ク
タ

ー
を
説
得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
か
、
政
策
転
換
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
十
分
に
説
明
で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
う
ち
、
利
益
や
制
度
の
観
点
か
ら
で
は
全
会
一
致
と
い
う
制
度
的
制
約
の
下
で
の
大
逆
転
と
も
言
え
る
航

空
自
由
化
導
入
の
経
緯
を
説
明
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
第
三
の
視
点
で
あ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
に
着
目
す
る
。

残
さ
れ
た
最
後
の
視
点
で
あ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
の
政
治
を
用
い
た
先
行
研
究
と
し
て
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
（K.

M
c
N
a
m
ara

）
に
よ
る
欧
州

で
の
新
自
由
主
義
的
政
策
移
転
の
事
例
研
究

）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
移
転
と
い
う
点
で
極
め

て
具
体
的
な
題
材
と
な
り
う
る
欧
州
航
空
政
策
の
事
例
分
析
は
未
だ
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
一
試
論
と
し
て
ア
イ
デ

ィ
ア
の
分
析
手
法
に
則
り
、

E
C

の
航
空
政
策
の
事
例
を
検
証
し
た
い
。

（
二
）

制
度
的
要
因
と
ア
ク
タ
ー
の
配
置

ア
イ
デ
ィ
ア
に
着
目
す
る
と
は
い
え
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
み
が
単
体
で
政
策
転
換
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
の
で
、
ア
イ
デ
ィ
ア
が

浸
透
す
る
場
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
共
有
す
る
ア
ク
タ
ー
の
特
定
が
必
要
と
な
る
。
特
に
、

E
C

／

E
U

は
度
重
な
る
条
約
改
正
に
よ
る

制
度
変
化
を
迎
え
て
お
り
、
制
度
的
要
因
は
決
し
て
軽
視
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
本
研
究
の
対
象
時
期
の
制
度
的
要
因
を
整
理
し
、

制
度
の
特
徴
と
ア
ク
タ
ー
の
配
置
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
本
節
で
は
以
下
い
く
つ
か
の
留
意
点
を
列
挙
す
る
。
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第
一
の
留
意
点
と
は
、

E
C

の
政
策
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
航
空
政
策
の
政
策
決
定
過
程
で
中
心
と
な
る
ア
ク
タ
ー
は
、

議
題
設
定
を
行
う
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
、
各
加
盟
国
の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
閣
僚
理
事
会
、
欧
州
市
民
を
代
表
す
る
欧
州
議
会

（E
u
ro

p
e
a
n
P
arlia

m
e
nt:

E

）

P

）
で
あ
る
。
法
案
の
討
議
を
含
む
政
策
形
成
は
閣
僚
理
事
会
と
欧
州
議
会
が
担
う
が
、
決
定
さ
れ
た

立
法
措
置
を
施
行
す
る
の
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
加
盟
国
で
あ
る
。
こ
の
施
行
の
監
視
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
携
わ
る
役
割
は
欧
州
司
法

裁
判
所
（E

u
ro

p
e
a
n
C
o
u
rt

of
J
u
stice:

E
C
J

）
と
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
担
う
。
そ
の
他
、
ロ
ー
マ
条
約
上
の
諮
問
機
関
と
し
て
経
済

社
会
評
議
会
、
地
域
委
員
会
が
あ
る
。
こ
の
中
で
も
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

E
C

全
体
の
利
益
を
考
慮
す
る
超
国
家
的
機
関
で
あ
る
が
、

閣
僚
理
事
会
は
各
国
の
選
好
を
優
先
す
る
政
府
間
主
義
的
機
関
で
あ
り
、
両
者
は
し
ば
し
ば
意
見
が
衝
突
す
る
。
本
研
究
で
は
、
こ

の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
閣
僚
理
事
会
の
間
の
交
渉
過
程
を
中
心
に
辿
っ
て
み
た
い
。

第
二
の
留
意
点
と
は
、
本
稿
の
扱
う
分
析
対
象
時
期
で
は
閣
僚
理
事
会
で
の
決
定
方
式
は
全
会
一
致
で
あ
っ
た
と
い
う
制
度
的
制

約
で
あ
る
。
一
九
八
七
年
七
月
一
日
の
欧
州
単
一
議
定
書
（Sin

gle
E
u
ro

p
e
a
n
A
ct:

S
E
A

）
の
発
効
に
よ
り
特
定
多
数
決
が
導
入

さ
れ
る
以
前
の
六
月
末
に
、
全
会
一
致
が
必
要
で
あ
っ
た
閣
僚
理
事
会
に
お
い
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
の
合
意
が
形
成
さ
れ
た
経
緯
を
理

解
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
三
の
留
意
点
は
、
米
国
規
制
緩
和
法
が
成
立
し
た
頃
の
一
九
七
〇
年
代
の
欧
州
航
空
政
策
の
背
景
で
あ
る
。
当
時
の
特
色
は
以

下
の
二
点
に
要
約
さ
れ
る
。
一
つ
は

E
C

の
航
空
政
策
は
競
争
政
策
の
適
用
除
外
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
も
う
一
つ
は
、
米
国

の
航
空
規
制
緩
和
法
成
立
以
前
に
は
規
制
制
度
改
革
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
米
国
内
で
航
空
規
制
緩
和
法
が
成
立
し
た
こ

の
時
期
に
米
国
の
巨
大
な
国
内
市
場
が
成
熟
段
階
に
あ
り
競
争
の
基
盤
が
で
き
て
い
た
こ
と
と
、
欧
州
の
状
況
は
ま
さ
に
対
照
的
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
米
国
流
の
国
内
航
空
政
策
を
国
際
航
空
市
場
に
導
入
し
よ
う
と
い
う
試
み
は
、
欧
州
各
国
の
非
常
な
抵
抗
を
呼
ん

だ
。
欧
州
で
は
法
的
に
は

E
C

発
足
時
の
一
九
五
七
年
の
ロ
ー
マ
条
約
で
運
輸
は

E
C

の
共
通
政
策
の
中
に
含
ま
れ
て
は
い
た
も
の

の
、
現
実
面
で
は
共
通
運
輸
政
策
そ
の
も
の
が
同
条
約
発
効
後
二
〇
年
以
上
を
経
て
も
進
展
を
見
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
主
な
原
因
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で
あ
る
。
そ
の
上
、

E
C

法
規
の
上
で
は
ロ
ー
マ
条
約
第
八
四
条
第
二
項

）
に
あ
る
よ
う
に
、
航
空
は
運
輸
の
中
で
も
海
運
と
並
ん
で

一
般
規
定
の
適
用
除
外
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
も
そ
も

E
C

の
航
空
市
場
に
は
競
争
原
理
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

（
三
）

分
析
枠
組
み
│
│
規
制
緩
和
ア
イ
デ
ィ
ア
と
自
由
化
ア
イ
デ
ィ
ア

地
域
単
位
で
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の

ロ
ー
カ
ル
化
（l

）

ocalizatio
n

）

を
提
唱
し
た
ア
チ
ャ

リ
ア
（A.

A
c
h
ar
y
a

）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
包
括
的
受
容
か
拒
絶
か
と
い
う
二
者
択
一
の
問
題
で
は
な
い
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ア
イ
デ
ィ
ア
の
伝
播
を
め
ぐ
っ
て
解
明
さ
れ
る
べ
き
点
は
、

ど
の
よ
う
に
（ho

w

）

ア
イ
デ
ィ
ア
が
広
ま

っ
た
か
と
い
う
単
純
な
問
題
だ
け
で
済
む
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ア
チ
ャ
リ
ア
が
言
及
す
る
よ
う
に

ど
の
よ
う
な
（w

hic
h

）

誰
の
（w

h
ose

）

ア
イ
デ
ィ
ア
か
と
い
う
諸
点
の
解
明
が
必
要

）
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な

ア
イ
デ
ィ
ア
か
と
い
う
点
を
言
及
す
る
に
は
、
米
国
と
欧
州
の
事
情
の
違
い
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
た
し
か

に
、
米
国
に
お
け
る
航
空
規
制
緩
和
法
の
導
入
が
世
界
的
な
航
空
自
由
化
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
米
国
の
航
空
輸
送
産
業
に
お
い
て

は
、
航
空
自
由
化
の
目
的
が
航
空
規
制
緩
和
法
の
適
用
を
通
じ
て
遂
行
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
自
由
化
と
規
制
緩
和
の
両
者

が
同
一
視
さ
れ
た
。
他
方
、
欧
州
に
お
い
て
両
者
は
厳
然
と
違
う
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
。
航
空
政
策
に
限
ら
ず
、

E
C

の
公

共
政
策
は
競
争
促
進
と
い
う
目
的
の
た
め
に
規
制
強
化
が
図
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
米
国
の
規
制
緩
和
と
は
全
く
異

な
り
、
自
由
化
実
現
の
た
め
に
は

再
規
制
（re‐

re
g
ulatio

n
）

が
行
わ
れ
た

）
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
欧
州
で
は
規
制
緩
和
と
自

由
化
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い

）
こ
と
に
な
る
。

本
研
究
で
は
、
混
同
さ
れ
が
ち
な
規
制
緩
和
と
自
由
化
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
策
転
換
で
の
ア
イ
デ
ィ

ア
の
特
定
と
分
析
を
行
う
。
ま
ず
、
航
空
政
策
に
お
け
る
規
制
緩
和
（dere

g
ulatio

n

）
は
、
既
存
の
制
度
を
破
壊
す
る
意
味
合
い
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の
強
い
も
の
で
あ
る
。
規
制
緩
和
の
定
義
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、

航
空
産
業
の
規
制
緩
和
（D

ere
g
ulatio

n
of

th
e
A
irlin

e
In‑

d
u
str

y

）

と
い
う
著
作
で
持
論
を
展
開
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
（A.

E.
B
ro

w
n

）
に
よ
れ
ば
、
民
間
航
空
で
の
規
制
緩
和
と
は
、

規
制

主
体
の
終
焉
と
介
入
へ
の
非
規
制
形
態
の
適
用
の
両
方

）

を
指
す
の
で
あ
る
。
原
語
の

d
ere

g
ulatio

n"

の
語
義
は
、
そ
の
変
化

の
度
合
い
に
お
い
て
は
邦
訳
の

緩
和

な
ど
と
い
う
生
易
し
い
も
の
で
は
な
い

）
の
で
あ
り
、
既
存
の
制
度
へ
の
破
壊
力
を
有
す
る
。

実
際
、
米
国
の
国
内
航
空
規
制
緩
和
の
成
立
に
端
を
発
し
た
一
連
の
経
済
政
策
の
変
化
は
、
欧
州
か
ら
見
れ
ば
規
制
主
体
（
民
間
航

空
委
員
会
│
│Civil

A
ero

n
a
utics

B
o
ard:

C

）

A
B

）
の
終
焉
を
ま
さ
し
く
意
味
し
て
お
り
、
ま
た
同
時
に
航
空
市
場
介
入
へ
の
形
態

が
変
更
と
な
る
こ
と
を
指
し
、
制
度
改
革
で
は
な
く
制
度
廃
止
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
自
由
化
（lib

eralizatio
n

）
と
は
市
場
に
競
争
を
導
入
し
促
進
す
る
と
い
う
も
の
で
、
規
制
緩
和
と
は
区
別
が
可
能
で
あ

る
。
欧
州
か
ら
す
れ
ば
、
米
国
の
規
制
主
体
で
あ
っ
た

C
A
B

の
廃
止
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
規
制
主
体
（

E
Cの
場
合
は
各
加
盟
国

国
家
）
の
権
限
の
劇
的
な
変
化
を
招
く
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
た
め
、
自
由
化
は
可
能
で
あ
っ
た
が
規
制
緩
和
に
対
し
て
は
抵
抗

が
大
き
か
っ
た
。

本
研
究
で
は
、
欧
州
流
の
自
由
化
ア
イ
デ
ィ
ア
の
咀
嚼
と
し
て
規
制
緩
和
と
自
由
化
の
各
ア
イ
デ
ィ
ア
の
区
別
を
行
い
、

規
制

緩
和
な
き
自
由
化

ア
イ
デ
ィ
ア
と
い
う
、
米
国
の
自
由
化
と
規
制
緩
和
が
一
体
化
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
見
れ
ば
矛
盾
し
た
ア
イ

デ
ィ
ア
で
合
意
に
至
る
政
策
過
程
を
分
析
し
た
い
。

次
に

誰
の

ア
イ
デ
ィ
ア
か
と
い
う
点
を
先
取
り
し
て
お
く
。
本
研
究
で
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
運
輸
・
競
争
担
当
の
各
委
員
が

表
明
し
、
公
式
文
書
に
も
載
せ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
す
る
。
閣
僚
理
事
会
を
は
じ
め
と
す
る

E
C

各
機
関
、
利
益
団
体
な
ど
と

の
交
渉
時
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
規
制
緩
和
を
切
り
離
し
た
自
由
化
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。

E
C

の
諸
機
関
の
中
で

も
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
各
加
盟
国
か
ら
構
成
さ
れ
る
閣
僚
理
事
会
の
両
者
の
間
で
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
受
容
過
程
を
次
章
で
考
察
す
る
。
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二

事
例
研
究
│
│
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
の
政
策
決
定
過
程
（
一
九
七
八
│
一
九
八
七
年
）
│
│

（
一
）

自
由
化
ア
イ
デ
ィ
ア
お
よ
び
規
制
緩
和
ア
イ
デ
ィ
ア
の
移
転
（
一
九
七
八
│
一
九
八
一
年
）

米
国
で
航
空
規
制
緩
和
法
が
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
て
の
欧
州
側
の
反
応
は
、
翌
年
一
九
七
九
年
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
発
表
し
た

第
一
次
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム

）
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
航
空
市
場
改
善
に
つ
い
て
の
初
め
て
の
公
式
な
見
解
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は

E
C

に
よ
る
長
期
・
中
期
・
短
期
に
わ
た
る
目
的
の
定
義
、
市
場
の
構
造
改
革
の
た
め
の
指
標
（m

e
as
u
res

）
の
提
示
、
航
空
サ

ー
ビ
ス
へ
の
容
易
な
ア
ク
セ
ス
促
進
の
三
点
が
柱
で
あ
っ
た
。
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
そ
の
も
の
は
法
的
拘
束
力
を
持
つ
公
式
の
提
案
で
は

な
い
が
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
世
界
的
規
模
で
生
じ
て
い
る
民
間
航
空
を
取
り
巻
く
変
化
の
中
で

E
C

の
航
空
を
再
検
討
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
判
断
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
は
、

加
盟
国
に
登
録
し
て
い
る
航
空
会
社
は
、
輸
送
量
や
収
益
分
配
の
協
定
に
関
す
る
い
か
な
る
国
家
か
ら

の
強
制
よ
り
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）

と
書
か
れ
、
欧
州
の
航
空
会
社
が
国
家
か
ら
自
立
を
図
り
、
航
空
自
由
化
を
目
指
す
こ

と
が
望
ま
し
い
と
謳
っ
て
い
る
。

一
九
七
九
年
六
月
一
四
日
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
運
輸
総
局
局
長
の
ル
ゴ
イ
（R.

L
e
G
o
y

）
と
競
争
総
局
局
長
の
シ
ュ
リ
ー
ダ

ー
（W.

S
c
hlie

d
er

）
が
会
見
を
開
き
、
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
概
要
を
発
表
し
た
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
、
世
界
的
規
模
で
生
じ

て
い
る
民
間
航
空
を
取
り
巻
く
変
化
の
中
に

E
C

の
航
空
を
適
応
さ
せ
る
た
め
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
時
期
が
熟
し
て
い
る

）
と

い
う
判
断
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
発
表
後
、
欧
州
議
会
、
理
事
会
、
経
済
社
会
評
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
欧
州
議
会
か
ら
は
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
対

す
る
意
見
書
が
返
送
さ
れ
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
働
き
を
評
価
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
経
済
社
会
評
議
会
か
ら
は
翌
年
一
九
八
〇
年
七

月
に
意
見
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
肝
心
の
閣
僚
理
事
会
か
ら
は
正
式
に
受
理
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が
一
九
七
九
年
一
二
月
六
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日
に
届
い
た
の
み
で
、
こ
れ
以
外
の
反
応
は
な
か
っ
た
。

一
九
八
〇
年
の
欧
州
議
会
内
で
は
、
自
由
化
を
採
択
す
る
是
非
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
続
い
た
。
こ
の
頃
、
米
国
で
は
同
一
視
さ
れ

て
い
た
自
由
化
と
規
制
緩
和
に
関
し
て
初
め
て
区
別
が
試
み
ら
れ
た
の
は
、
一
〇
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
欧
州
議
会
内
の
運
輸
委

員
会
で
の
こ
と
で
あ
る
。
西
ド
イ
ツ
の
ホ
フ
マ
ン
（K‐

H.
H
off

m
a
n
n

）
議
員
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
航
空
自
由
化
関
連
報
告
書
に
対

し
て
、
運
輸
委
員
会
で
は
、
自
由
化
に
対
し
て
は
米
国
の
規
制
緩
和
政
策
で
は
な
く
、
欧
州
と
し
て
は
慎
重
に
対
処
す
べ
き
と
い
う

意
見
が
相
次
い
だ

）
。
運
輸
委
員
会
の
中
で
は
、
自
由
化
を
拙
速
に
決
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
閣
僚
理
事
会
で
議
論
す
べ

き
共
通
運
輸
政
策
そ
の
も
の
に
何
の
進
展
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
批
判
が
続
出
し
た
。

批
判
さ
れ
た
閣
僚
理
事
会
で
は
、
運
輸
を
伝
統
的
に
重
視
す
る
オ
ラ
ン
ダ
（
一
九
八
一
年
前
半
議
長
国
）
の
運
輸
大
臣
の
提
案
に

基
づ
き
一
九
八
一
年
二
月
一
六
日
に
ハ
ー
グ
で
非
公
式
の
会
合
が
開
か
れ
た
が
、
成
果
は
な
く
終
わ
っ
た
。

一
方
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
七
月
に
入
る
と
、
長
年
の
蓄
積
に
よ
る
研
究
の
成
果
と
し
て
、
航
空
分
野
に
も
競
争
規
則
（
特
に
ロ
ー

マ
条
約
八
五
、
八
六
、
九
〇
条）
）
を
適
用
す
る
規
則
の
草
案
を
理
事
会
に
提
出
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
加
盟
国
政
府

と
各
航
空
会
社
に
宛
て
て
書
簡
を
送
り
、
一
〇
月
半
ば
ま
で
に
航
空
運
賃
の
設
定
方
式
を
詳
細
に
報
告
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
こ
れ

は
、
各
国
の
運
賃
決
定
方
式
が
競
争
法
に
抵
触
し
な
い
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
試
み
で
あ
っ
た
。

七
月
一
五
日
の
夕
方
に
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
競
争
と
運
輸
の
各
担
当
委
員
で
あ
る
ア
ン
ド
リ
ー
セ
ン
（F.

A
n
driesse

n

）
と

コ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
ス
（G.

C
o
nto

g
e
or
gis

）
は
共
同
で
記
者
会
見
を
開
き
、
競
争
法
の
航
空
へ
の
適
用
に
関
す
る
問
題
と
、
固
定
さ

れ
た
航
空
運
賃
に
対
す
る
世
論
の
関
心
を
喚
起
し
た
。
ア
ン
ド
リ
ー
セ
ン
は
、
運
賃
決
定
に
競
争
原
理
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
す

る
の
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
加
盟
国
と
各
国
の
航
空
会
社
で
あ
る
と
表
明
し
た
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
提
案
を
受
け
て
、
閣
僚
理
事
会
の
中
で
同
意
の
立
場
を
鮮
明
に
し
た
の
は
英
国
政
府
で
あ
っ
た
。
加
盟
一
〇
カ

国
の
中
で
初
め
て
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
初
の
働
き
か
け
を
歓
迎
し
、
当
時
、
自
国
の
航
空
会
社
が
設
定
し
て
い
る
運
賃
よ
り
低
い
運
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賃
を
認
め
な
い
と
い
う
各
国
の
状
況
を
打
破
す
る
思
惑
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
他
の
加
盟
国
で
同
様
の
意
見
を
表
明
し
た
も
の

は
続
か
な
か
っ
た
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
第
一
次
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
発
表
は
、
航
空
政
策
の
共
同
体
化
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
航
空
自
由
化
を
目
指

す
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
自
由
化
ア
イ
デ
ィ
ア
と
規
制
緩
和
ア
イ
デ
ィ
ア
の
区

別
は
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

（
二
）

自
由
化
ア
イ
デ
ィ
ア
と
規
制
緩
和
ア
イ
デ
ィ
ア
の
峻
別
（
一
九
八
二
│
一
九
八
四
年
）

一
九
八
二
年
に
は
、
以
前
一
九
八
〇
年
一
二
月
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
出
し
た
地
域
間
の
航
空
サ
ー
ビ
ス
の
関
す
る
提
案
が
理
事
会

に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
理
事
会
の
対
応
に
失
望
し
た
の
は
欧
州
議
会
と
利
益
集
団
で
あ
る

E
C

産
業
連
盟

（U
nio

n
d
es

In
d
u
stries

d
e
la

C
o
m
m
u
n
a
ute
´

E
u
ro

p
e
´
e
n
n
e:

U
N
I
C
E

）
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
理
事
会
に
対
し
業
を
煮
や
し
た
欧

州
議
会
は
一
九
八
三
年
一
月
に
な
っ
て
踏
み
込
ん
だ
行
動
に
出
た
。
ロ
ー
マ
条
約
第
一
七
五
条

）
に
照
ら
し
て
欧
州
議
会
は
理
事
会
の

不
作
為
を
欧
州
司
法
裁
判
所
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。
欧
州
議
会
に
よ
り
、
条
約
第
七
四
条

）
に
規
定
さ
れ
て
あ
る
共
通
運
輸
政
策
を
理

事
会
が
採
択
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
提
訴
で
あ
る
。

六
月
に
な
る
と
、
欧
州
運
輸
政
策
に
関
し
て
自
由
化
推
進
派
に
転
じ
た
オ
ラ
ン
ダ
が
覚
書
を
提
出
し
、
こ
れ
を
受
け
た
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
は
地
域
間
の
航
空
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
化
を
盛
り
込
む
指
令
を
提
出
し
、
自
由
化
へ
の
準
備
を
着
々
と
推
進
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の

自
由
化
支
持
の
表
明
に
よ
り
、
六
月
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
は
立
場
の
違
う
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

航
空
自
由
化
へ
の
移
行
に
好
意
的
な
英
国
と
オ
ラ
ン
ダ
が
一
方
の
グ
ル
ー
プ
で
、
他
方
の
グ
ル
ー
プ
は
こ
う
し
た
動
き
に
慎
重
な
残

り
の
八
つ
の
加
盟
国
で
構
成
さ
れ
て
い
た

）
。

九
月
に
入
る
と
、
欧
州
の
航
空
政
策
に
関
す
る
コ
ロ
キ
ア
ム
が
二
九
・
三
〇
日
の
両
日
開
か
れ
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
は
ア
ン
ド
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リ
ー
セ
ン
委
員
が
参
加
し
開
幕
演
説
を
行
っ
た
。
彼
の
演
説
に
お
い
て
米
国
の

規
制
緩
和

と
い
う
語
は
意
識
的
に
避
け
ら
れ
、

結
論
と
し
て
欧
州
の
航
空
に
は
相
応
の
規
制
が
必
要
で
あ
る

）
点
を
指
摘
し
た
。
こ
こ
で
初
め
て
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
委
員
に
よ
っ
て
、

規
制
緩
和
と
自
由
化
を
峻
別
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

翌
年
一
九
八
三
年
一
月
の
経
済
社
会
評
議
会
で
は
、
ア
ン
ド
リ
ー
セ
ン
競
争
政
策
担
当
委
員
の
出
席
の
下
、
航
空
を
含
む
運
輸
の

競
争
政
策
の
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。
ア
ン
ド
リ
ー
セ
ン
委
員
は
開
幕
ス
ピ
ー
チ
で
、

E
C

レ
ベ
ル
で
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
運
輸
政
策
が
達
成
さ
れ
な
い
現
状
に
遺
憾
の
意
を
表
し
、
運
輸
に
対
す
る
競
争
政
策
の
導
入
の
必
要
性
を
言
及

）
し
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
評
議
会
の
委
員
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
ア
ン
ド
リ
ー
セ
ン
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
航
空
運
賃
に
関
す
る
段
階
的

な
自
由
化
を
行
う
こ
と
を
説
明

）
し
た
。

経
済
社
会
評
議
会
で
の
反
応
は
、
航
空
に
競
争
規
則
を
適
用
す
る
事
項
は
大
多
数
（
反
対
六
、
棄
権
四
）
で
可
決
さ
れ
、
加
盟
国

の
航
空
運
賃
に
対
す
る
指
令
は
大
多
数
（
反
対
一
の
み
）
で
承
認
さ
れ
た

）
。

だ
が
、
最
大
の
難
関
は
閣
僚
理
事
会
の
非
決
定
で
あ
っ
た
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
提
案
は
経
済
社
会
評
議
会
か
ら
承
認
を
得
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
閣
僚
理
事
会
が
全
会
一
致
を
と
る
限
り
、
換
言
す
れ
ば
全
加
盟
国
が
合
意
し
な
い
限
り
、
こ
れ
ら
の
法
案
の
実
現
の

見
込
み
が
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。
六
月
七
日
に
各
国
運
輸
大
臣
が
集
う
閣
僚
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
当
案
件
に
つ
い
て

は
何
も
進
展
は
な
か
っ
た
。

一
方
、
欧
州
議
会
内
で
新
し
く
出
さ
れ
た
報
告
書
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
航
空
運
賃
自
由
化
志
向
を
評
価
し
、
欧
州
の
航
空
運
賃

は
米
国
と
比
較
す
れ
ば
高
く
、
こ
れ
は
共
同
体
内
で
真
の
域
内
市
場
を
創
設
で
き
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る

）
と
喝
破
し
た
。
欧
州
議

会
で
は
、
同
報
告
書
が
発
表
さ
れ
た
後
、
航
空
運
賃
自
由
化
法
案
が
僅
差
（
六
五
対
五
七
、
棄
権
一
）
で
可
決

）
さ
れ
て
い
る
。

欧
州
議
会
で
の
可
決
を
受
け
て
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
三
月
二
〇
日
に
航
空
に
関
す
る
第
二
次
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム

）
を
発
表
し
た
。
航
空

に
自
由
化
と
競
争
を
盛
り
込
む
路
線
に
変
更
は
な
い
が
、
一
九
七
九
年
の
第
一
次
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
と
異
な
る
の
は
そ
の
目
的
で
あ
る
。
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米
国
と
違
い
、
欧
州
各
国
は
国
有
の
航
空
会
社
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
配
慮
し
、
米
国
の
よ
う
な
革
新
的
な
規
制
緩
和
は
欧
州
で

は
あ
り
え
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

E
C

は
、
長
期
的
目
標
と
し
て
共
通
航
空
運
輸
政
策
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
効
率
的
で

革
新
的
な
航
空
会
社
の
経
営
と
、
雇
用
促
進
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
目
的
を
明
記
し
た
。
本
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
は
、
米
国
型

の
規
制
緩
和
と
は
違
う
と
い
う
点
を
明
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
加
盟
国
政
府
の
反
発
を
避
け
、

E
C

航
空
政
策
の
主
な
ア
ク
タ
ー
と

し
て
欧
州
航
空
会
社
を
前
面
に
打
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
明
快
な
戦
略
を
展
開
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
閣
僚
理
事
会
が
す
ん
な
り
と
第
二
次
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
な
く
、
五
月
一
〇
日
に
開
催
さ
れ

た
理
事
会
で
は
意
見
交
換
を
行
っ
た
後
、
内
容
修
正
と
内
容
を
協
議
す
る
た
め
の
作
業
部
会
の
設
立
が
必
要
と
の
判
断
を
表
明
し
、

公
然
と
時
間
稼
ぎ
が
行
わ
れ
た
。

英
国
の
運
輸
大
臣
た
だ
一
人
が
航
空
運
賃
の
自
由
化
を
熱
心
に
主
張
し
た
が
、
他
の
国
の
賛
同
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
年
に

は
英
国
と
オ
ラ
ン
ダ
間
の
新
し
い
二
国
間
協
定
が
締
結
さ
れ
、
英
国
と
し
て
は
独
自
に
航
空
自
由
化
を
進
め
て
い
た
事
情
が
あ
っ
た
。

一
二
月
に
は
再
度
理
事
会
が
開
か
れ
、
第
二
次
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
を
検
討
す
る
専
門
委
員
会
に
よ
る
報
告
書
を
検
討
し
、
同
メ
モ
ラ
ン

ダ
ム
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
理
事
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
措
置
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
は
航
空
運
賃

の
自
由
化
と
競
争
規
則
の
航
空
へ
の
適
用
の
実
現
に
と
っ
て
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。

（
三
）

規
制
緩
和
な
き
自
由
化

ア
イ
デ
ィ
ア
の
受
容
（
一
九
八
五
│
一
九
八
七
年
）

膠
着
状
態
に
変
化
が
見
ら
れ
る
の
は
翌
年
八
五
年
で
あ
る
。
域
内
市
場
完
成
を
第
一
に
考
え
る
ド
ロ
ー
ル
（J.

D
elors

）
新
委
員

長
の
下
で
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
域
内
市
場
白
書

）
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
市
場
統
合
が
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
実
行

さ
れ
て
い
く
方
針
が
決
ま
っ
た
。
ま
た
、
五
月
二
二
日
に
は
欧
州
司
法
裁
判
所
に
よ
る
判
決
が
出
て
、
欧
州
議
会
か
ら
理
事
会
へ
の

不
作
為
に
対
す
る
訴
え
が
認
め
ら
れ
た
。
欧
州
議
会
内
の
運
輸
委
員
会
で
は
、
第
二
次
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
内
容
を
検
討
し
た
報
告
書

法学研究 84 巻 1 号（2011 : 1）

412



を
採
択
（
一
一
対
七
、
棄
権
五
）
し
た

）
。
ま
た
、
九
月
一
〇
日
に
は
、
欧
州
議
会
本
会
議
で
、
同
報
告
書
を
承
認
（
一
九
八
対
六
六
、

棄
権
八）
）
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
前
年
三
月
に
提
出
さ
れ
た
第
二
次
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
、
経
済
社
会
評
議
会
と
欧
州
議
会
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
理
事
会
は
慎
重
な
航
空
自
由
化
を
支
持
し
て
お
り
、
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
内
容
の
修
正
を
求
め
て

き
た
。

こ
の
頃
、
一
九
八
五
年
か
ら
競
争
政
策
担
当
に
就
任
し
た
新
委
員
の
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド
（P.

S
uth

erla
n
d

）
は
、
加
盟
国
に
航
空
に

関
す
る
情
報
開
示
を
求
め
た
の
に
ま
だ
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
業
を
煮
や
し
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
必
要
な

情
報
を
得
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
、
ふ
さ
わ
し
い
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
し
た
い

）
。

と
強
い
姿
勢
で
意
欲
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
運
輸
担
当
と
な
っ
た
ク
リ
ン
ト
ン
・
デ
ー
ビ
ス
（S.

Clinto
n
D
a
vis

）
委
員
は
、
来
年
六
月
ま
で
に
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
承
認

と
い
う
進
展
が
な
け
れ
ば
、
加
盟
国
と
各
航
空
会
社
に
対
し
、
違
う
手
段
に
訴
え
る
こ
と
を
辞
さ
な
い
と
強
調
し
た

）
。
だ
が
、
一
一

月
一
四
・
一
五
日
の
二
日
間
で
開
か
れ
た
閣
僚
理
事
会
で
は
合
意
な
し
の
状
況
に
変
化
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
停
滞
し
た
状
況
に
転
機
を
促
す
好
機
が
訪
れ
た
。
五
月
に
入
っ
て

E
C
J

に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
ヌ
ー
ベ
ル
・
フ
ロ

ン
テ
ィ
エ
ー
ル
判
決
（N

o
u
v
elles

F

）

ro
ntie
｀
res

）
で
あ
る
。
同
判
決
は
、
そ
れ
ま
で
の
国
家
の
庇
護
の
下
で
育
成
さ
れ
、
競
争
か

ら
除
外
さ
れ
て
い
た
航
空
が
市
場
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
同
判
決
に
い
ち
早
く
反

応
し
、

E
C

共
同
体
の
競
争
法
が
航
空
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
歓
迎
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
の
加
盟
国
の
自
由
化
支
持
・
不
支
持
で
分
け
る
グ
ル
ー
プ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
自
由
化
推
進
の
立
場
を
明
確
に
し
た

の
は
英
国
と
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
二
カ
国
に
続
い
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
が
自
由
化
に
理
解

を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
最
も
曖
昧
な
立
場
で
あ
っ
た
の
は
、
自
由
化
推
進
派
と
反
対
派
の
中
間
に
位
置
し
た
ド
イ
ツ
で
あ
る
。
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
自
由
化
に
賛
同
し
つ
つ
も
自
国
航
空
会
社
の
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
保
護
の
た
め
に
積
極
的
に
自
由
化
支
持
を
表
明
し
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な
か
っ
た

）
。
対
抗
す
る
グ
ル
ー
プ
（
自
由
化
に
対
し
て
も
っ
と
も
慎
重
な
グ
ル
ー
プ
）
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
い
て
、
最
大
多
数
派
を
形
成
し
て
い
た
。

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
期
待
に
反
し
、
六
月
中
に
二
回
行
わ
れ
た
閣
僚
理
事
会
で
は
何
ら
進
展
は
な
く
、
合
意
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
仏
・
西
独
の
両
国
は
、
運
賃
の
決
定
方
式
と
輸
送
量
及
び
競
争
法
の
航
空
へ
の
適
用
問
題
に
対
し
慎
重
な
共
通
の
立

場
を
表
明
し
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
動
き
を
牽
制
し
た
。
こ
れ
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
委
員
長
ド
ロ
ー
ル
を
し
て

全
く
子
供
っ
ぽ
い

（th
oro

u
g
hly

infa
ntile

）

と
言
わ
し
め
る
状
況

）
で
あ
っ
た
。
委
員
会
の
提
案
に
対
し
て
慎
重
な
姿
勢
の
仏
・
独
の
立
場
に
共
鳴
し

た
の
は
あ
と
七
カ
国
で
、
当
時

E
C

加
盟
の
一
二
カ
国
中
航
空
自
由
化
推
進
派
に
転
じ
た
三
カ
国
（
英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
）
を
数
の
上
で
凌
駕
し
て
い
た
。

一
〇
月
に
入
る
と
、
後
期
議
長
国
で
あ
る
英
国
の
運
輸
大
臣
の
提
案
に
よ
り
、
閣
僚
理
事
会
内
で
の
妥
協
に
向
け
て
の
模
索
が
始

ま
っ
た
。
一
〇
月
八
日
に
は
非
公
式
の
理
事
会
が

E
C

の
競
争
・
運
輸
担
当
委
員
の
臨
席
の
下
で
開
か
れ
た
。
一
一
月
に
は
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
提
案
し
た
法
案
を
ま
と
め
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
中
身
を
理
事
会
が
検
討
し
、
結
果
と
し
て
加
盟
国
間
で
航
空
自
由
化
に
対
し

て
容
認
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
が
、
問
題
は
自
由
化
の
内
容
と
そ
の
受
容
す
る
程

度
で
あ
り
、
合
意
形
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

一
九
八
七
年
一
月
に
は
、
こ
の
年
前
半
の
議
長
国
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
の
運
輸
大
臣
ド
ク
ル
ー
（H.

D
e
C
ro
o

）
と
、
ク
リ
ン
ト

ン
・
デ
ー
ビ
ス
委
員
が
会
っ
て
率
直
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
同
委
員
に
よ
れ
ば
、
自
由
化
推
進
派
で
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
と
英
国

（
昨
年
の
議
長
国
）
よ
り
、
穏
健
な
ベ
ル
ギ
ー
代
表
の
ほ
う
が
理
事
会
で
賛
同
を
得
や
す
い
と
期
待
し
た

）
の
で
あ
る
。
二
月
の
非
公
式

な
理
事
会
で
は
新
議
長
ド
ク
ル
ー
の
下
で
も
進
展
は
な
く
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
煮
え
切
ら
な
い
理
事
会
に
対
し
、
六
月
末
ま

で
に
決
定
し
な
け
れ
ば
一
連
の
航
空
に
関
す
る
提
案
を
撤
回
す
る

）
と
最
終
期
限
を
突
き
つ
け
た
。
理
事
会
内
で
は
、
運
賃
と
輸
送
量

に
対
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
あ
っ
た
が
、
最
大
の
問
題
は
第
五
の
自
由

）
を
含
む
市
場
ア
ク
セ
ス
で
あ
っ
た
。
五
月
に
は
、
航
空
自
由
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化
に
対
す
る
一
連
の
措
置
か
ら
自
国
だ
け
は
除
外
し
て
ほ
し
い
と
い
う
国
（
ギ
リ
シ
ャ
）
も
出
現
す
る
ほ
ど
で
あ
り
、
加
盟
国
間
の

見
解
の
隔
た
り
は
縮
ま
ら
な
か
っ
た
。
六
月
九
日
の
時
点
で
、
市
場
ア
ク
セ
ス
の
議
題
を
め
ぐ
る
閣
僚
理
事
会
の
審
議
は
ま
た
も
や

膠
着
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。

そ
の
一
因
は
、
英
国
と
ス
ペ
イ
ン
が
各
自
領
有
権
を
主
張
す
る
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
空
港
の
処
遇
で
あ
っ
た
。
英
紙

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
タ
イ
ム
ズ

（Fin
a
n
cial

T
i
m
es

）
は
、
航
空
を
め
ぐ
る
交
渉
の
鍵
は
最
も
保
守
的
な
四
カ
国
（
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
デ
ン
マ

ー
ク
、
ギ
リ
シ
ャ
）
に
十
分
な
自
由
化
免
除
と
保
障
を
与
え
ら
れ
る
か
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る

）
。
航
空
自
由
化
導
入
の
可
否
に
加
え
、

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
空
港
の
件
で
英
国
と
ス
ペ
イ
ン
が
対
立
し
て
お
り
、
二
四
日
の
理
事
会
内
で
は
事
態
は
一
層
複
雑
で
あ
っ
た
。
紛
糾

し
た
事
態
に
直
面
し
た
ド
ク
ル
ー
議
長
は
、
最
後
の
妥
協
的
提
案
を
試
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
航
空
自
由
化
の
漸
次
的
導
入
で
あ

り
、
懸
案
と
な
る
市
場
ア
ク
セ
ス
の
自
由
化
に
対
し
て
自
由
化
免
除
の
対
象
と
な
る
空
港
を
分
類
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
米

国
型
の
一
律
的
な
規
制
緩
和
と
違
い
、
新
制
度
の
創
出
と
引
き
換
え
に
旧
制
度
の
温
存
を
提
示
す
る
と
い
う
手
法
で
あ
っ
た
。
後
に
、

市
場
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
自
由
化
免
除
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
の
付
録
文
書
に
見
ら
れ
る
自
由
化
対
象
の
空
港
カ
テ
ゴ
リ
ー

）
と
い
う
形

で
、
そ
の
配
慮
が
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

六
月
二
五
日
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
運
輸
相
で
あ
る
カ
バ
レ
ロ
（A.

C
a
b
allero

）
が
、
英
国
と
ス
ペ
イ
ン
の
両
国
が
領
有
権
を
主

張
す
る
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
空
港
の
問
題
が
原
因
で
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
要
と
な
る
航
空
市
場
ア
ク
セ
ス
に
対
し
て
は
拒
否
を
表
明
し
た
。

そ
の
た
め
、
市
場
ア
ク
セ
ス
問
題
だ
け
は
棚
上
げ
す
る
形
と
な
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
の
正
式
な
採
択
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
航
空
へ
の
競
争
規
則
適
用
と
航
空
運
賃
・
輸
送
量
に
関
し
て
の
理
事
会
内
で
の
合
意
は
形
成
さ
れ
た
。
全
加
盟
国
に
一
律

的
な
自
由
化
を
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
各
国
の
事
情
や
各
路
線
で
の
多
様
性
に
配
慮

）
し
、
段
階
的
に
自
由
化
を
推
進
す
る
と
い
う

こ
と
で
意
見
の
一
致
を
見
た
。
こ
う
し
て
、
航
空
自
由
化
の
第
一
段
階
と
し
て
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
に
対
し
て
や
っ
と
加
盟
国
間
で
合

意
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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全
加
盟
国
か
ら
の
合
意
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
決
定
に
正
統
性
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
全
会
一
致
の
下
で
の
合
意
形
成

は

欧
州
と
市
民
に
と
っ
て
の
勝
利
だ

と
ド
ク
ル
ー
議
長
は
宣
言
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
・
デ
ー
ビ
ス
委
員
も
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た

）
。

欧
州
理
事
会
で
の
決
定
方
式
に
特
定
多
数
決
を
導
入
す
る
欧
州
単
一
議
定
書
の
発
効
が
七
月
一
日
に
迫
っ
て
い
た
直
前
の
合
意
形
成

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
航
空
に
関
す
る
指
令
・
規
則
の
集
合
体
で
あ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
が
六
月
末
に
理
事
会
内
で
合
意
を
得
ら
れ

た
後
、
一
二
月
一
四
日
に
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ

）
は
正
式
に
採
択
さ
れ
た
。

以
上
を
小
括
す
る
と
、
域
内
市
場
の
完
成
の
目
的
と
合
致
す
る
共
通
運
輸
政
策
の
実
践
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
時
期
（
一
九
八
五

年
以
降
）
に
な
っ
て
は
、
域
内
市
場
完
成
の
た
め
の
航
空
自
由
化
と
い
う
命
題
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
た
め
共
通
の
運
輸
政
策
へ

取
り
組
む
必
要
性
が
加
盟
国
に
も
理
解
で
き
た
。
欧
州
の
単
一
市
場
が
、
国
内
市
場
と
同
一
視
さ
れ
う
る
段
階
を
迎
え
つ
つ
あ
る
と

い
う
認
識
が
強
ま
っ
て
き
た

）
と
い
え
よ
う
。
加
盟
国
は
、
域
内
市
場
で
の
自
由
化
の
重
要
性
を
認
識
し
て
は
い
た
。
た
だ
、
実
施
さ

れ
る
自
由
化
の
程
度
に
関
し
て
加
盟
国
間
で
見
解
が
分
か
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
配
慮
し
た
の
が
急
激
な
競
争
原
理
を
一
律
的
に
持

ち
込
ま
な
い
自
由
化
ア
イ
デ
ィ
ア
、
つ
ま
り

規
制
緩
和
な
き
自
由
化

ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
ア
イ
デ
ィ
ア
の
視
点
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
の
合
意
形
成
過
程
を
分
析
し
た
。
米
国
で
は
規
制
緩
和
を
伴
っ
て
実
施
さ
れ

た
航
空
自
由
化
が
、
欧
州
で
は
異
な
る
解
釈
の
下
で
規
制
緩
和
を
伴
わ
ず
に
採
択
さ
れ
た
。
本
事
例
を
通
じ
て
、
政
策
移
転
研
究
で

強
調
さ
れ
が
ち
な
自
発
的
／
強
制
的
の
二
分
論
と
は
異
な
る
受
容
過
程
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
の
地
域
単
位
で
の

定
着
過
程
を
研
究
し
た
ア
チ
ャ
リ
ア
の
手
法
は
示
唆
に
富
む
の
で
、

A
S
E
A
N

（A
ssociatio

n
of

S
o
uth

e
ast

A
sia

n
N
atio

n
s:

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
に
お
け
る
ア
イ
デ
ィ
ア
の
伝
播
の
事
例
検
証
の
際
に
ア
チ
ャ
リ
ア
が
注
目
し
た
二
点
、
│
│

ど
の
よ
う
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な

誰
の

ア
イ
デ
ィ
ア
か
と
い
う
二
点
│
│
を
本
事
例
に
鑑
み
、
整
理
し
た
い
。

ま
ず
は

ど
の
よ
う
な

ア
イ
デ
ィ
ア
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
本
研
究
で
は

規
制
緩
和
な
き
自
由
化

ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ

る
と
し
た
。
一
連
の
政
策
決
定
過
程
に
お
い
て
、
市
場
に
競
争
原
理
を
導
入
す
る
自
由
化
は
政
策
の
目
的
と
し
て
受
容
さ
れ
た
が
、

自
由
化
を
ど
の
程
度
推
進
す
る
か
、
自
由
化
遂
行
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
手
段
を
採
用
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
は
加
盟
国
間
の
利
害

が
衝
突
し
、
閣
僚
理
事
会
内
で
の
事
態
は
紛
糾
し
て
い
た
。
自
由
化
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
政
府
規
制
の
緩
和
・
廃
止
と
い
う
米
国

流
の
や
り
方
が
敬
遠
さ
れ
、
加
盟
国
の
多
様
性
に
配
慮
し
た
新
規
制
度
が
構
築
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
自
由
化
ア
イ
デ
ィ
ア
の
受
容
が

可
能
と
な
っ
た
時
期
に
お
い
て
、
規
制
緩
和
ア
イ
デ
ィ
ア
の
受
容
は
拒
否
さ
れ
た
と
換
言
で
き
る
。
そ
こ
で
、
規
制
緩
和
ア
イ
デ
ィ

ア
が
伴
う
既
存
の
制
度
の
劇
的
な
廃
止
は
見
送
ら
れ
、
自
由
化
ア
イ
デ
ィ
ア
の
み
が
採
用
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、

E
C

全
加
盟
国

へ
の
一
様
な
自
由
化
の
導
入
で
は
な
く
、
各
加
盟
国
の
国
内
事
情
に
応
じ
多
様
化
す
る
自
由
化
の
導
入
で
あ
る
。

次
に

誰
の

ア
イ
デ
ィ
ア
か
と
い
う
と
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
閣
僚
理
事
会
の
各
加
盟
国
に
提
示
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
そ
の
議
題
設
定
権
限
か
ら
、
本
質
的
に
政
策
企
業
家
（polic

y‐
e
ntre

pre
n
e
u
r

）
で
あ
る
の
で
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
効

率
的
に
提
示
し
、

E
C

各
加
盟
国
に
政
策
転
換
を
促
す
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
決
定
権
を
持
つ
閣
僚
理
事
会
内
で
は
、
ア
イ
デ

ィ
ア
を
共
有
す
る
ア
ク
タ
ー
連
合
が
メ
ン
バ
ー
交
代
を
し
な
が
ら
も
形
成
さ
れ
た
経
緯
が
観
察
で
き
た
。
閣
僚
理
事
会
の
決
定
方
式

で
あ
っ
た
全
会
一
致
の
下
で
各
加
盟
国
は
潜
在
的
な
拒
否
権
プ
レ
ー
ヤ
ー

）
で
あ
り
、
相
手
を
揺
さ
ぶ
る
拒
否
権
の
行
使
を
暗
黙
の
う

ち
に
ち
ら
つ
か
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
自
の
主
張
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
既
得
権
益
を
守
り
つ
つ
、
自

国
に
有
利
に
な
る
よ
う
に

規
制
緩
和
な
き
自
由
化

ア
イ
デ
ィ
ア
の
解
釈
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
規
制
の
一

律
的
な
廃
止
で
は
な
く
、
自
由
化
免
除
を
容
認
す
る
措
置
を
含
む
新
制
度
の
構
築
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
本
事
例
に
お
け
る
理
論
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
に
言
及
し
て
本
稿
を
締
め
く
く
る
こ
と
に
し
た
い
。
米
国

発
の
航
空
自
由
化
政
策
が
欧
州
に
お
い
て
受
容
さ
れ
た
の
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
ロ
ー
カ
ル
化
が
生
じ
、
欧
州
流
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
咀
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嚼
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
航
空
自
由
化
が
実
現
し
た
欧
州
に
お
い
て
は
、
米
国
か
ら
の
自
由
化
政
策
の
包
括
的
移
転
が
な
か
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
研
究
で
は
、
欧
州
で
の
航
空
自
由
化
は
米
国
の
航
空
規
制
緩
和
政
策
の
模
倣

）
で
は
な
か
っ
た
と
結

論
づ
け
る
。

た
だ
、
地
域
単
位
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
採
択
す
る
と
い
う
分
析
手
法
の
汎
用
に
関
し
て
は
、
未
だ
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
世
界
の
中

で
も
類
を
見
な
い
ほ
ど
高
度
に
制
度
化
が
進
ん
だ
地
域
統
合
で
あ
る
の
が
欧
州
統
合
で
あ
り
、
政
策
企
業
家
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
存
在
し
、
か
つ
全
会
一
致
と
い
う
決
定
方
式
の
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、

欧
州
以
外
の
地
域
へ
の
適
用
や
、
異
な
る
政
策
決
定
方
式
の
下
で
の
事
例
研
究
に
際
し
て
は
、
今
後
も
対
象
地
域
で
の
政
策
企
業
家

の
有
無
、
各
国
間
の
パ
ワ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
的
設
定
の
多
様
性
に
留
意
し
つ
つ
、
議
論
を
展
開
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

（
1
）

航
空
規
制
緩
和
法
（th

e
A
irlin

e
D
ere

g
ulatio

n
A
ct

）
の
内
容
に
は
、
主
に
国
内
線
の
参
入
規
制
の
撤
廃
、
運
賃
規
制
の
撤
廃
、

C
A
B（Civil

A
viatio

n
B
o
ard

│
│
米
国
民
間
航
空
委
員
会
）
の
解
体
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

（
2
）

ド
ロ
ウ
ィ
ッ
ツ
と
マ
ー
シ
ュ
に
よ
る
政
策
移
転
の
代
表
的
な
論
文
（D.

P.
D
olo

w
itz

a
n
d
D.

M
ars

h,
L
ear

nin
g
fro

m

A
bro

ard:
T
h
e

R
ole

of
P
olic

y
T
ra

n
sfer

in
C
o
nte

m
p
orar

y
P
olic

y‐
M
a
kin

g",
V
ol.

13,
N
o.1,

200
0,

p
p.1‐

23

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）

秋
吉
貴
雄

公
共
政
策
の
変
容
と
政
策
科
学
│
│
日
米
航
空
輸
送
産
業
に
お
け
る
二
つ
の
規
制
改
革
│
│

有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年

を
参
照
の
こ
と
。

（
4
）

認
識
論
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
社
会
構
成
主
義
（co

n
str

u
ctivis

m

）、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
政
治
、
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
分
析
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
含
ま
れ
る
。
中
で
も
ア
イ
デ
ィ
ア
の
政
治
は
、
国
際
関
係
論
の
一
潮
流
で
あ
る
社
会
構
成
主
義
や
社
会
学
の
概

念
で
あ
る
社
会
的
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
と
違
い
、
メ
ゾ
レ
ベ
ル
の
国
際
公
共
政
策
を
分
析
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
。
ア
イ
デ
ィ
ア
の
政
治
に
関

す
る
論
文
と
し
て
は
、
内
山
融

政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
の
伝
播
と
制
度

公
共
政
策
研
究

第
五
号
、
二
〇
〇
五
年
、
一
一
九
│
一
二
九
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頁
、
近
藤
康
史

比
較
政
治
学
に
お
け
る

ア
イ
デ
ィ
ア
の
政
治

日
本
政
治
学
会
編

年
報
政
治
学
二
〇
〇
六
│
│
政
治
学
の
新
潮

流
│
│

木
鐸
社
、
二
〇
〇
七
年
、
三
六
│
五
九
頁
、
大
矢
根
聡

レ
ジ
ー
ム
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
政
策
拡
散
の
政
治
過
程
│
│
政
策

ア
イ
デ
ィ
ア
の
パ
ワ
ー
│
│

大
芝
亮
、
古
城
佳
子
、
石
田
淳
編

日
本
の
国
際
政
治
学
二

国
境
な
き
国
際
政
治

有
斐
閣
、
二
〇
〇

九
年
、
三
五
│
五
五
頁
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
本
研
究
で
の

ア
イ
デ
ィ
ア

の
定
義
は
、

研
究
及
び
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
科
学

的
知
識
を
源
泉
と
す
る
政
策
の
進
む
べ
き
方
向
及
び
手
段
に
関
す
る
信
念

と
す
る
。
こ
の
定
義
の
引
用
は
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た

い
。J.

G
oldstein,

a
n
d
R.

O.
K
e
o
h
a
n
e,
(
e
ds.),

,
,

C
or
n
ell

U
niv

ersity
P
ress,

1
9
9
3,

p
p.11

‐
12.

航
空
を
含
む
経
済
政
策
の
転
換
に
は
、
単
な
る
理
念
を
超
え
た
専
門
的
知
識
の
蓄
積

が
背
景
に
あ
る
と
筆
者
は
想
定
す
る
た
め
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
の
定
義
を
本
研
究
で
は
引
用
の
上
、
論
考
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
5
）

こ
の
機
関
の
呼
称
に
は
、

E
Cの
時
代
の

E
C委
員
会

、

E
Uに
な
っ
て
か
ら
の

欧
州
委
員
会

、
固
有
名
詞
的
意
味
を
込
め

た

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
邦
訳
が
あ
て
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
時
代
を
超
越
し
た
固
有
名
詞
的
意
味
を
強
調
し
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
名

称
を
統
一
す
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

（
6
）P.

H
all,

T
h
e
R
ole

of
Interests,

In
stitutio

n
s,

a
n
d
Id
e
as

in
C
o
m
p
arativ

e
P
olitical

E
co

n
o
m
y
of

In
d
u
strialize

d

N
atio

n
s"

in
M.

I.
Lic

h
b
ac

h
a
n
d

A.
S.

Z
u
c
k
er

m
a
n(

e
ds.),

‑

,
C
a
m
brid

g
e
U
niv

ersity
P
ress,

1
9
9
7,

p
p.1
74
‐
2
0
7.

（
7
）S.

K.
S
c
h
m
idt,

O
nly

a
n

A
g
e
n
d
a
S
etter?

T
h
e
E
u
ro

p
e
a
n
C
o
m
m
issio

n'
s
P
o
w
er

o
v
er

th
e
C
o
u
n
cil

of
M
inis‑

ters",
,

V
ol.1,

N
o.3
7,

2
0
00,

p
p.37

‐
61.

（
8
）

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
加
盟
国
政
府
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
各
国
航
空
会
社
と
の
間
で
圧
力
を
受
け
て
、
自
分
た
ち
が
不
利
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
結
果
、
理
事
会
に
お
い
て
の
不
採
決
と
い
う
最
悪
の
ケ
ー
ス
を
免
れ
る
こ
と
を
各
国
が
選
択
し
た
と
論
じ
て

い
る
。
詳
細
は
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

.,
p.5
4.

（
9
）

決
定
を
し
な
い
こ
と
に
よ
り
各
国
間
の
衝
突
を
避
け
る
と
い
う
、
非
決
定
そ
の
も
の
自
体
が
利
益
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。

（
10
）K.

A.
A
r
m
stro

n
g
a
n
d
S.

J.
B
ul

m
er,

,
M
a
n
c
h
ester

U
niv

ersity

P
ress,

1
99
8

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
11
）

こ
の
着
眼
点
は
、W.

S
a
n
d
h
oltz

a
n
d
A.

S.
S
w
eet,

,
O
xford
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U
niv

ersity
P
ress,

19
9
8

の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
12
）

E
C／

E
Uに
よ
る
超
国
家
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
単
一
市
場
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
い
ず
れ
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅲ
成
立
ま
で
を
研
究
対
象
と
し
、

歴
史
的
新
制
度
論
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
議
論
を
展
開
す
る
。
サ
ン
ド
ホ
ル
ツ
と
ス
イ
ー
ト
（W.

S
a
n
d
h
oltz

a
n
d

A.
S.

S
w
e
et

）
に
よ
る
超
国
家
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
な
ぜ
特
定
の
政
策
決
定
が
加
盟
国
の
国
家
（natio

n
al

）
レ
ベ
ル
か
ら

E
C／

E
Uと
い
う

超
国
家
（su

pra
n
atio

n
al

）
レ
ベ
ル
に
移
る
の
か
と
い
う
点
に
関
心
が
あ
り
、
国
境
を
越
え
た
（tra

n
s
n
atio

n
al

）
取
引
が
政
策
に
与

え
る
影
響
を
重
視
し
て
い
る
。
も
う
一
方
の
単
一
市
場
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、

集
合
的
問
題
解
決
の
政
治
過
程

で
あ
り
、
単
一
市
場
完
成

の
た
め
の
理
事
会
の
決
定
方
式
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
変
化
を
考
慮
に
入
れ
た
議
論
を
展
開
す
る
。

（
13
）K.

R.
M
c
N
a
m
ara,

,
C
or
n
ell

U
niv

ersity
P
ress,

1
99
8.

マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
欧
州
通
貨
シ
ス
テ
ム

（E
M
S:

E
u
ro

p
e
a
n

M
o
n
etar

y
S
y
ste

m

）
の
形
成
が
成
功
し
た
理
由
と
し
て
、

ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル

の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
各
国
間
で

コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
な
っ
た
た
め
、
同
意
を
得
ら
れ
た
と
説
明
し
て
い
る
。

（
14
）

そ
の
他
ロ
ビ
イ
ン
グ
を
行
う
非
国
家
主
体
も
あ
る
。
航
空
政
策
で
ロ
ビ
イ
ン
グ
を
最
も
効
果
的
に
行
う
ア
ク
タ
ー
は
、
単
独
で
も
団

体
で
も
行
動
す
る
航
空
会
社
、
欧
州
の
航
空
会
社
の
集
ま
り
で
あ
る

A
E
A（A

ssociatio
n
of

E
u
ro

p
e
a
n
A
irlin

es

│
│
欧
州
航
空

会
社
協
会
）
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
打
ち
出
さ
れ
る
政
策
に
異
議
・
賛
意
を
唱
え
る
事
後
的
な
動
き
が
多
か
っ
た
。

（
15
）

本
稿
中
の
条
約
番
号
は
全
て
当
時
（
一
九
七
〇
～
一
九
八
〇
年
代
）
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
第
八
四
条
の
条
文
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

第
八
四
条
（
適
用
対
象
の
範
囲
）

一

本
編
の
規
定
は
、
鉄
道
、
道
路
及
び
可
航
水
路
に
よ
る
輸
送
を
適
用
す
る
。

二

（
筆
者
注
│
│
傍
線
部
は
単
一
欧
州
議
定
書
発
効
に
よ
る
改
正
後
の
変
更
）
理
事
会
は
、
航
海
及
び
航
空
に
関
し
適
当
な
規
定
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
並
び
に
で
き
る
と
き
は
そ
の
範
囲
及
び
手
続
き
に
つ
い
て
、
特
定
多
数
決
（
傍
線
部
分
筆
者
）
に
よ
り

決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
五
条
一
及
び
三
の
手
続
き
規
定
を
適
用
す
る
。

（
16
）A.

A
c
h
ar
y
a,

H
o
w
Id
eas

S
prea

d:
W
h
ose

N
or

m
s

M
atter?

N
or

m
L
ocalizatio

n
a
n
d
In
stitutio

n
al

C
h
a
n
g
e
in

A
sia

n
R
e
gio

n
alis

m",
,

V
ol.5

8,
S
prin

g2
0
0
4,

p
p.2
39
‐
2
7
5.
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（
17
）

.
（
18
）G.

M
ajo

n
e,

P
alg

ra
v
e

M
ac

m
illa

n,
1
9
90

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19
）

S・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
、
岡
部
曜
子
訳

規
制
大
国
日
本
の
ジ
レ
ン
マ
│
│
改
革
は
い
か
に
な
さ
れ
る
か
│
│

東
洋
経
済
新
報
社
、
一

九
九
七
年
、
四
│
六
頁
。
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
は
日
本
の
事
例
を
述
べ
て
い
る
が
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
認
識
枠
組
み
レ
ベ
ル
に
お
い
て
の
自
由
化
と

規
制
緩
和
の
混
同
は
欧
州
の
事
例
に
も
あ
て
は
ま
る
と
い
え
る
。

（
20
）

原
文
で
の
定
義
は
、th

e
si
m
ulta

n
e
o
u
s
ter

m
in
atio

n
of

a
re

g
ulator

y
in
str

u
m
e
nt

a
n
d
a
d
o
ptio

n
of

a
n
o
n
re

g
ula‑

tor
y
for

m
of

interv
e
ntio

n"

と
な
る
。
こ
の
定
義
は
以
下
の
文
献
よ
り
引
用
し
た
。A.

E.
B
ro

w
n,

‑

,
T
h
e
U
niv

ersity
of

T
e
n
n
essee

P
ress,

1
98
7,

p
p.27

‐2
8.

（
21
）

筆
者
と
同
様
の
意
見
に
、

国
際
航
空
法

な
ど
の
著
者
で
あ
る
坂
本
昭
雄
の
指
摘
を
見
出
せ
る
。
彼
は

d
ere

g
ulatio

n"

の
意

味
と
は
規
制
を
除
く
こ
と
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
語
で
の

規
制
緩
和

の
邦
訳
は
現
実
社
会
に
お
い
て
原
語
の
持
つ
意
味
を
曖
昧

に
し
、
争
点
を
わ
か
り
に
く
く
し
て
い
る
と
い
う
立
場
を
と
る
。

（
22
）

C
A
Bは
、
一
九
三
八
年
成
立
の
民
間
航
空
法
と
、
一
九
五
八
年
成
立
の
連
邦
航
空
法
を
法
的
根
拠
と
し
て
、
民
間
（
商
業
）
航
空

の
規
制
主
体
と
し
て
の
役
割
を
長
年
果
た
し
て
き
て
い
た
。
米
国
の
航
空
規
制
緩
和
法
（
通
称
│
│
デ
レ
グ
）
の
成
立
に
よ
り
、

C
A
B

に
よ
る
規
制
は
大
幅
に
自
由
化
さ
れ
、
一
九
八
五
年
ま
で
に

C
A
Bが
廃
止
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

（
23
）

,
C
O
M(7

9)
3
1
1.

（
24
）

(
)

C18
2/1,

J
uly9

t
h

,
19
84.

（
25
）

（
26
）

,
N
o.2
99
0,

O
cto

b
er2

n
d

,
1
9
8
0.

（
27
）

こ
れ
ら
の
条
約
の
概
要
は
、
そ
れ
ぞ
れ

競
争
阻
害
行
為
の
禁
止

、

支
配
的
地
位
の
濫
用
禁
止

、

公
企
業
に
対
す
る
規
制
の
適

用

と
な
る
。

（
28
）

そ
の
内
容
と
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
七
五
条
（
理
事
会
と
委
員
会
の
不
作
為
の
審
査
）
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欧
州
議
会
、
理
事
会
又
は
委
員
会
が
本
条
約
に
違
反
し
て
行
為
を
怠
っ
た
と
き
は
、
構
成
国
及
び
共
同
体
の
他
の
機
関
は
、
こ
の
違
反

の
確
認
を
求
め
て
、
司
法
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
29
）

第
七
四
条
は
条
約
第
四
編

輸
送

の
中
の
最
初
の
条
文
で
あ
る
。

第
七
四
条

こ
の
編
で
規
定
す
る
事
項
に
対
し
、
構
成
国
は
、
共
通
の
輸
送
政
策
の
枠
内
で
こ
の
条
約
の
目
的
を
追
求
す
る
。

（
30
）

,
N
o.3
39
1,

J
u
n
e16

t
h

,
19
8
2.

（
31
）

,
N
o.3
45
8,

O
cto

b
er4

t
h&
5

t
h

,
1
98
2.

（
32
）

,
N
o.3
53
6,

Ja
n
u
ar
y2
9

t
h

,
1
9
8
3.

（
33
）

.

（
34
）

,
N
o.3
53
7,

Ja
n
u
ar
y3
1

st

,
1
9
83.

（
35
）

,
N
o.3
71
6,

O
cto

b
er2

4
t
h&
2
5

t
h

,
1
9
83.

（
36
）

,
N
o.3
71
7,

O
cto

b
er2

6
t
h

,
1
9
83.

（
37
）

,
C
O
M(8

4),

72
fin

al,1
9
8
5.

（
38
）

,
C
O
M(8

5),
31
0

fin
al,19

8
5.

（
39
）

,
N
o.
4
1
3
7,

J
uly22

n
d&
2
3

r
d

,
1
98
5.

（
40
）

,
N
o.
4
1
6
0,

S
e
pte

m
b
er1

2
t
h

,
1
9
8
5.

（
41
）

,
N
o.
4
1
6
8,

S
e
pte

m
b
er2

3
r
d&
24

t
h

,
19
8
5.

（
42
）

.

（
43
）Join

e
d
C
ases2

09
to2

1
3/84,

M
iniste

｀
re

p
u
blic

v
L
u
cas

A
sjes

a
n
d
O
th

ers,
A
n
dre

w
G
ra

y
a
n
d
O
th

ers,
Jac

q
u
es

M
aillot

a
n
d
O
th

ers
a
n
d
L
e
´

o
L
u
d
w
ig

a
n
d
O
th

ers,
,
19
8
6,

p
p.1
42
5
‐
1
47
3.

（
44
）

,
M
a
y1

st

,
1
9
86.

（
45
）

,
N
o.
4
3
4
7,

J
u
n
e2
6

t
h

,
1
98
6.

（
46
）

,
N
o.
4
4
6
2,

Ja
n
u
ar
y8

t
h

,
19
87.
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（
47
）

,
N
o.
4
5
1
2,

M
arc

h19
t
h

,
19
8
7.

（
48
）

第
五
の
自
由
と
は
、
他
国
の
領
域
で
積
み
込
ん
だ
貨
客
を
第
三
国
の
領
域
で
降
ろ
す
権
利
と
そ
の
逆
の
権
利
、
つ
ま
り
以
遠
権
を
指

す
。

（
49
）

,
J
u
n
e2
3

r
d

,
1
98
7.

（
50
）C

o
u
n
cil

D
ecisio

n
of1

4
D
ece

m
b
er1

9
8
7,

,
L37

4,
31

stD
ece

m
b
er1

98
7.

（
51
）

パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
採
択
後
に
お
い
て
も
、
市
場
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
は
路
線
ご
と
に
特
色
が
違
う
の
で
全
路
線
を
一
括
し
て
取
り
扱
わ

な
い
旨
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅱ
の
規
則
の
草
案
に
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
加
盟
国
ご
と
の
差
異
を
汲
み
取
る
と
い
う
趣
旨
が
推
察
さ
れ

る
。D

raft
C
o
m
m
issio

n
R
e
g
ulatio

n(
E
E
C)

o
n
th

e
a
p
plicatio

n
of

A
rticle8

5(3)
of

th
e
E
E
C
T
re
aty

to
certain

cate‑
g
ories

of
a
g
ree

m
e
nts,

d
ecisio

n
s
a
n
d
co

n
certe

d
practices

co
n
cer

nin
g
joint

pla
n
nin

g
a
n
d
co

ordin
atio

n
of

ca
p
ac‑

ity,
s
h
arin

g
of

re
v
e
n
u
e
a
n
d
co

n
s
ultatio

n
s
o
n
tariffs

o
n
sc
h
e
d
ule

d
air

services
a
n
d
slot

allocatio
n
at

airp
orts,

,
C1
38/3,

M
a
y2
8

t
h

19
8
8

を
参
照
の
こ
と
。

（
52
）

,
N
o.
4
5
7
7,

J
u
n
e2
6

t
h

,
1
98
7.

（
53
）

パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
に
続
い
て
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
提
案
を
受
け
た
閣
僚
理
事
会
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅱ
を
一
九
九
〇
年
、
最
終
的
な
域
内
航

空
自
由
化
を
謳
っ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅲ
を
一
九
九
二
年
に
採
択
し
た
。
な
お
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ⅰ
の
採
択
を
阻
む
一
因
で
あ
っ
た
ジ
ブ
ラ
ル
タ

ル
空
港
の
共
同
使
用
を
巡
っ
て
の
協
定
は
、
漸
く
ロ
ン
ド
ン
で
一
九
八
七
年
一
二
月
二
日
に
英
国
・
ス
ペ
イ
ン
間
で
締
結
さ
れ
て
い
る
。

（
54
）

戸
崎
肇

航
空
の
規
制
緩
和

勁
草
書
房
、
一
九
九
五
年
、
七
七
頁
。

（
55
）

拒
否
権
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
に
代
表
さ
れ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。G.

T
se
b
elis,

,
P
rin

ceto
n
U
niv

ersity
P
ress,

2
0
0
2.

（
56
）

模
倣
（e

m
ulatio

n

）
と
は
、
政
策
移
転
の
一
分
類
と
位
置
づ
け
る
研
究
に
お
い
て
見
出
せ
る
。D.

D
olo

w
itz

a
n
d
D.

M
ars

h,

,
a
n
d
B.

A.
Si

m
m
o
n
s,

F.
D
o
b
bin,

a
n
d
G.

G
arrett(

e
ds.),

,
C
a
m
brid

g
e
U
niv

ersity
P
ress,

2
0
0
8.
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